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本宮市

地
域
の
後
継
者

地
域
の
後
継
者

      　
私
は
、
果
樹
農
家
を
営
ん
で
お
り
、

り
ん
ご
を
主
作
物
と
し
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
米
、
旬
の
野
菜
な

ど
も
家
族
と
と
も
に
栽
培
し
、
付
加

価
値
の
高
い
作
物
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　自
分
の
作
っ
た
作
物
を
も
っ
と
多

く
の
消
費
者
に
届
け
る
た
め
に
は
、

情
報
発
信
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
者
の
仲

間
と
日
頃
か
ら
情
報
交
換
し
勉
強
を

続
け
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
さ
ら
に
地
域
と
向
き
合

う
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
自
分
の
農
業
経
営
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
地
域
貢
献
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
に
つ
な

が
る
か
ら
で
す
。

　地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
魅
力
の

あ
る
農
業
を
目
指
し
、
ま
た
、
後
継

者
が
意
欲
を
も
っ
て
農
業
に
向
き
合

え
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

橋
本
清
徳
さ
ん（
白
岩
字
宮
田
）

実りの秋に向けた

冬の第一歩

実りの秋に向けた

冬の第一歩

りんごの木を剪定する橋本さんりんごの木を剪定する橋本さん
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　本
宮
市
農
業
委
員
会
は
、
令
和
2
年
12
月
1
日
、

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見

書
」
を
高
松
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
は
、

農
地
や
地
域
農
業
の
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
た

め
、
毎
年
提
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
意
見
書
に
併

せ
て
、
「
農
業
振
興
に
係
る
支
援
及
び
予
算
確
保
等

に
関
す
る
要
望
」
も
行
い
ま
し
た
。

　意
見
書
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　本
宮
市
農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年
11
月
か
ら
令
和
2
年
3
月
ま
で
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　当
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
農
業
者
が
、
自
分
自
身
の
農
業
や
地
域
農
業
の
将
来
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
、
農
業
者
へ
配
付
す
る
と
と
も

に
、
集
落
で
の
話
合
い
な
ど
今
後
の
当
会
事
業
に
活
か
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　皆
様
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎あなたの集落・地域の農業（人と農地）は、放っておくと5年後か
ら10年後にどのようになっていると思いますか。
▶・「若年の農業者が減少し高齢化が一層進む」 ･･････････ 40.2％
　・「農地が利用されず耕作放棄地が増加する」 ･･････････ 39.5％
　・「地域を支える安定した経営体（個人・法人・集落営農）が
　　　いない。」 ･･････････････････････････････････････ 17.4％
　・「問題ない状態」 ･･･････････････････････････････････  2.8％

◎後継者の目途はついているか。
▶・「ついていない」 ････････････････････････････････････ 71％
　・「ついている」　 ････････････････････････････････････ 29％

◎あなたの集落・地域の農業（人と農地）を持続可能なものとするた
めに、今後どのようにしたらよいと思いますか。
▶・「今後、地域の中心となる経営体を創出し、そこに農地を
　　　集約したり、青年就農者などが参加していくことが必要」･･ 48.9％
　・「すでに存在する地域の中心経営体に農地を集約し、
　　　そこに青年就農者などが参加していくことが必要」 ･･ 44.7％
　・「何もしなくてよい」 ･･･････････････････････････････  6.4％

❶
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
推
進

❷
担
い
手
支
援
策
の
構
築

❸
農
業
後
継
者
の
育
成
・
確
保

❹
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
の
推
進
強
化

❺
守
る
べ
き
農
地
、
守
れ
る
農
地
の
選
択
と
集
中

　等

●アンケート調査対象者
　市内に10a以上農地を所有している世帯
●対象世帯数　2,452世帯
●回収数　　　1,729世帯（回収率70.5％）

人・農地プランに係るアンケート結果について

本
宮
市
に
意
見
書
を
提
出

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見

意見書を手渡す渡辺会長（右から高松市長、
渡辺会長、渡辺会長職務代理者）

【主な設問と回答結果】
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◎
農
地
転
用
の
手
続
き

 

農
地
を
農
地
以
外
の
も

の
に
す
る
場
合
や
、
権
利

の
移
動
を
す
る
場
合
に
は
、

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
農
地
転
用
す
る
場
合
、

農
地
法
第
４
条
（
自
分
の

農
地
を
転
用
す
る
場
合
）

も
し
く
は
農
地
法
第
５
条

（
第
三
者
が
買
う
、
も
し

く
は
借
り
た
農
地
を
転
用

す
る
場
合
）
に
よ
り
、
許

可
申
請
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
周
辺
の
農
業

環
境
に
支
障
を
き
た
す
場

合
な
ど
、
農
地
の
状
況
に

よ
っ
て
転
用
許
可
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
農
地
転
用
を
計
画
さ
れ

る
際
は
、
申
請
前
に
必
ず

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
許
可
を
受
け
ず
に
転

用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

　
農
地
転
用
を
受
け
ず
に

無
断
で
農
地
を
転
用
し
た

場
合
や
、
事
業
計
画
ど
お

り
に
転
用
し
て
い
な
い
場

合
に
は
、
農
地
法
に
違
反

す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事

の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど

の
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

農
地
転
用
は
許
可
が
必
要
で
す
！

農
地
転
用
は

が
必
要
で
す
！

農業者年金で安心・豊かな老後を農業者年金で安心・豊かな老後を
～備えあれば憂いなし　農業者年金は一生涯です～

農業者年金は、国民年金に上乗せできる農業者のための公的な年金です。

〜
農
地
の
無
断
転
用
は
違
反
と
な
り
ま
す
！
〜

●農業者年金は一生涯です。農業に従事する方の老後をサポートします。

●違反転用の罰則について

国民年金 農業者年金＋

●こんな方が加入できます。
❶国民年金第1号被保険者　❷年間60日以上農業に従事している方
❸20歳以上60歳未満の方

●保険料は自分で選べて、いつでも見直せます。

●支払った保険料は、全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税に
　なります。

月々 2万円 から 6万7千円 まで

●条件を満たせば、政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
　例）認定農業者等で青色申告をしており、かつ35歳未満の人は10,000円（5割）補助

詳しくは、お近くの農業委員・農地利用最適化推進委員または農業委員会事務局までお問い合わせください。

●積立方式だから自分がかけた金額は、年金として生涯もらえます。
（仮に80歳前に亡くなった場合でも、80歳までに受け取れるはずだった死亡一
時金が遺族に支給されます。）　※経営移譲の必要はありません。

　違反転用や原状回復命令違反について
は、以下の罰則の適用もあります。
　・個人には、3年以下の懲役または
　　300万円以下の罰金
　・法人には、1億円以下の罰金
　　（農地法第64条、67条）



　
新
た
に
令
和
３
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
昨
年
同
様

コ
ロ
ナ
禍
の
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
日
常
的
な
マ
ス
ク
の
着

用
や
人
と
の
距
離
を
保
つ

習
慣
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
が
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
生
活
様
式
の

変
化
の
中
で
も
、
農
業
が

人
の
暮
ら
し
の
根
幹
を
支

え
る
役
割
を
担
う
こ
と
に

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
地
問
題
の
解
決
と
地

域
農
業
の
振
興
の
た
め
、

刻
々
と
変
わ
る
社
会
情
勢

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
今
後

も
農
業
委
員
会
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
編
集
委
員 

　渡
辺
謙
輔

　伊
藤
隆
一

　石
橋
広
基

　渡
辺
善
幸
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編
集
後
記

　農地中間管理事業は、農地を貸したい人と借りたい人の間を福島県農業振興公社（農地中間管理
機構）が貸し借りを仲介し、分散している農地の集積・集約化を進め、農地利用の効率化を図る制
度です。

農地中間管理事業の仕組み

ご相談・申込みは、
市町村担当窓口へ 応募（随時受付）

農地の貸付

連携協力

連携協力

業務委託

申込み（随時受付）

農地の借受

賃借料の徴収賃借料の支払

農地中間
管理機構

●福島県
●市町村農業委員会（農業委員・農地利用最適化推進委員）
●JA（一部業務委託）　●土地改良区

農地を
貸したい方
（出し手）

農地を
借りたい方
（受け手）

農地中間管理事業の活用をご検討ください

農業経営と暮らしに役立つ情報を
　　　　　農業者の視点でお伝えします。

月4回／金曜日発行
月額700円

※農用地等の諸条件、地域の受け手の状況によっては、農用地を借受けできない場合もあります。

詳しくは、農業委員会事務局（TEL24-5387）までお問い合わせください。

全国農業新聞は、農業委員会ネットワークが発行する週刊の農業総合専門誌
です。お申し込みは、お近くの農業委員・農地利用最適化推進委員または農
業委員会事務局までお問い合わせください。

444


